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Abstract

 Setting of feasible short-term goals for each age group to develop top-ranked WTA 

singles players is required. We analyzed goals of WTA singles’ achievement standards 

for each age group to develop female tennis players at an early stage. We divided players 

who placed in the top 100th of the WTA singles ranking from January 2000 to December 

2019 into two groups, the players who had reached the top 32nd rank or not. We 

analyzed the difference of age of reaching the top 100th position between two groups. 

The age standard and the ranking attainment criteria of each age to place the top 32nd 

position were analyzed using a decision-tree analysis. The most frequent age to reach 

the 100th position was 18 years, and significant difference was noted in the age to reach 

the 100th position between the group that reached 32nd position and that which failed 

to reach the 32nd position. The first and the second age standards to be in the top 100th 

in order to reach the top 32nd position in the WTA ranking was 18 and 22 years. The 

target WTA rank for each age group as the ranking attainment criteria was found. These 

results reveals age criteria and ranking attainment criteria for accurate assessments of 

― 1 ―

大学体育研究 43：1－ 11，2021 原著論文

1） 元独立行政法人日本スポーツ振興センター
  Japan Sport Council 

2） 筑波大学体育系
  Faculty of Health and Sport Sciences, University of Tsukuba

3） 独立行政法人日本スポーツ振興センター
  Japan Sport Council 

4） 筑波大学大学院
  Doctoral Program in Physical Education, Health and Sport Sciences, University of Tsukuba



the prospected female players at an early stage.
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Ⅰ．緒言

近年，日本のテニス界では錦織圭選手（以下，
錦織）や大坂なおみ選手（以下，大坂）を筆頭
に目覚ましい活躍が見られる。錦織は 2011年
10月に発表された ATP（Association of Tennis 

Professionals）ランキングにおいて 30位にラ
ンクインし，それまでの松岡修造選手による
ATPシングルスランキング（以下，ATPラン
キング）46位を抜いて日本人男子選手の歴代
最高位を更新した。その後，2015年には日本
人最高位を 4位まで高めるとともに，2016年
のリオデジャネイロオリンピックでは銅メダル
を獲得するに至った。また，2019年の男子国
別対抗戦であるデビスカップにおいて日本は中
国に勝利し，デビスカップファイナルに進出す
るなど，国単位の国際競技力においても向上を
見せている。
全豪・全仏・全英・全米の 4大オープン大

会はグランドスラムと呼ばれるが，女子選手
では大坂が，2018年の全米オープン決勝でセ
リーナ・ウィリアムズ（グランドスラム優勝回
数で歴代 2位）を下し，20歳にしてグランド
スラム初優勝を果たした。さらに，2019年の
全豪オープンにおいても優勝し，アジア人初
のWTA（Women’s Tennis Association）ランキ
ング 1位を獲得するなど歴史的快挙を成し遂げ
た。先般の 2020年全米オープンで 2度目の優
勝を飾ったことは記憶に新しい。
リオデジャネイロオリンピック後の 2016年

10月にスポーツ庁は「競技力強化のための今
後の支援方針」（通称「鈴木プラン」）を発表し
た。鈴木プランには，2020年東京オリンピッ
クにおいて日本人選手が過去最高の金メダル数
を獲得するなど優秀な成績を収めることができ

るよう，人的・物的資源を戦略的に支援するこ
とが明記されている。また，「メダル獲得の最
大化」に向け，特にメダル獲得の可能性が高い
競技を「東京重点支援競技」として選定し，重
点的に支援を実施することが記載されている
（スポーツ庁，2016）。
日本スポーツ振興センター（以下，JSC）で

は日本の国際競技力向上に向け，若手有望選手
の海外での強化活動を支援するなど，戦略的強
化事業を推進している。戦略的強化の支援対象
となる競技団体を選定するため，JSCは各競技
団体の国際競技力の把握を行なっており，その
指標の一つがメダル・ポテンシャル・アスリー
ト（以下，MPA）である。MPAとは「オリンピッ
ク直近シーズンの世界選手権または同等の大会
において 8位以内に入った選手/ペア/チーム」
と定義されており，メダル獲得数との高い相関
関係から国際競技力の指標として有用性が認め
られている（高橋ら，2014）。しかしこの方法
には，世界選手権に出場できる以前の若手選手
の潜在能力や将来性を評価できないという弱点
がある。従って，2020年以降を見据えて限ら
れた人的・物的資源を有効活用し，持続可能な
支援を行うためには，選手個人の潜在能力や将
来性を正確に把握するための新たな分析手法を
開発し，評価基準を明確にする必要がある。
これまでのテニスに関する研究では，ゲーム
分析のための技術の分類（高橋，1998），ポイ
ント取得と技術の関連性（高橋ら，2006），トッ
プ 100位選手のサービスの動向（村田，2018），
グランドストロークにおけるボールの回転数
（村上ら，2015）など，パフォーマンスに注目
したものが多く見受けられる。また，スポーツ
と年齢に関する研究では，年齢に応じた適正
な練習量（Baker et al., 2003），加齢による身体
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能力の低下（Horton et al., 2008），成長段階に
応じたサービスの運動学的変化（Whiteside et 

al.，2013）のように，多くが個人の身体能力に
ついて検討したものであった。

WTAランキングポイントは，WTAまたは
ITF（International Tennis Federation）が主催
する大会に出場し，勝ち進んだ実績に応じて獲
得することができる。2019年 12月 30日時点
において，WTAシングルスランキング（以下，
WTAランキング）に入っている女子選手は
1,357名であった。一方，ATPランキングに入っ
ている男子選手は 1,927名であった。Kovacs et 

al.（2015）はグランドスラムに本戦から出場で
きることや，スポンサー獲得において目安とな
ることから，男子 ATPランキング 100位がプ
ロとしての成功の目安であると報告している。
坂井（2009）は男子 ATPランキングに着目し，
20歳までに 100位に到達した「早熟型」選手
と 21歳以降に 100位に到達した「晩熟型」選
手とを比較し，前者がワイルドカード （注1）を獲
得しやすいことから「早熟型」の選手の方がそ
の後のランキングが上昇しやすい傾向にある
ことを報告している。加えて坂井（2017）は，
WTAツアー初出場年齢と各年齢までに到達し
た最も高いランキング（以下，到達ランキング）
の関係性を分析し，100位以内に入った経験の
ある選手は 24歳までに自己最高位のランキン
グに達していることや，早い時期からWTAツ
アーに出場するという「国際大会への意識の高
さ」が重要であると報告している。
グランドスラム大会はいずれも出場できる選
手数は 128人と決まっており，WTAランキン
グ上位 104位までの選手は本戦への出場権が
与えられ，さらに上位 32位の選手にはランキ
ングに応じたシード権が与えられる。宮地ら
（2011）は，シード権を持つことで初戦にラン
キングの高い選手同士の対戦が避けられること
から，シード選手は試合を有利に進めることが
できると報告している。板橋（2015）は，シー
ド選手は非シード選手に比べ勝率が高いことか

ら，シード権が得られるランキングに入ること
の重要性を指摘している。Kovacs et al. (2015) 

はプロテニス選手にとって ATPランキング
100位に入ることの重要性を報告しているが，
何歳までに 100位に到達することが重要である
かについては言及していない。
このように，これまでの多くの研究はシード
権を持つことやランキング 100位以内に入るこ
との重要性を明らかにすることを目的としてお
り，将来的にグランドスラムやオリンピックで
活躍する選手の育成を想定した年齢別のランキ
ング目標値や達成基準について検討した報告は
見当たらない。ゲームパフォーマンスを向上
させていく上で，実現性の高い短期目標を設
定することは重要であり（Locke and Latham, 

1985），WTAランキング上位の選手を育成する
ためには，各年齢におけるランキングの目標値
や達成基準を明らかにする必要がある。
決定木分析はデータマイニングの手法の一つ
であり，人間の意思決定に必要な項目と判断基
準を樹木の形で表現する手法である（鈴木ら，
2008）。従属変数が二値データの場合は，ロジ
スティック回帰分析と同様に，従属変数への独
立変数の影響の度合いや予測をすることがで
き，従属変数が 3件法以上の順序尺度データに
対しても適用可能であるため，重回帰分析と
も類似した分析手法である（奥ら，2004）。ま
た，分析結果は従属変数に強い要因から順に階
層的に並ぶため，それぞれの要因間の相互関係
を理解しやすいという特徴がある。また，決定
木分析のアルゴリズムの一つである CARTは，
Breimanによって開発された二進木解析アルゴ
リズムであり，グループの分類で用いられた場
合，最初に行われる処理はどの独立変数が最
もよく従属変数のグループを分類するかであ
り（最良分岐変数を探索），独立変数の値を基
準に分割を行う。分割の結果生じたサブグルー
プも同様に分割が行われ，それ以上分割しても
分類の正確性が改善されない，または停止基準
を満たすまで分割が繰り返され，剪定により誤
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分類率が最小となるように部分木を選択する。
CARTをはじめとした決定木分析では，順序尺
度や名義尺度に対しても適用が可能であり，直
感的に理解しやすいルールを作成できるという
利点がある（Breiman et al., 1984）。
決定木を含むデータマイニングの手法は，蓄
積された大量のデータに対し，統計学や人工知
能などの分析手法を駆使して知識を見出すため
の技術であることから，大量に蓄積された医療
機関や健康・福祉関連施設における個人データ
や，学校保険統計，体力・運動能力調査のデー
タについて活用の可能性が高いと報告されてい
る（鈴木，2008）。西嶋（2002）は体力評価値
を用いて体力の優劣を評価し，体力の優劣を規
定する生活習慣の要因を検討した結果，運動実
施時間や部活・クラブ活動への参加が体力の優
劣に影響を与える要因であることを明らかにし
た。Suzuki and Nishijima（2007）は日本人高
校生について運動習慣の定着に過去のスポーツ
経験がどのように影響しているかを検討し，高
校入学前までに 2種目以上のスポーツ経験や一
週間に 6.9～ 8.3時間運動を実施していること
が運動習慣の定着に影響していると報告してい
る。松岡ら（2020）は，サッカーゲームのトラッ
キングデータからプレー項目の達成度基準を明
らかにした。同様に，田原ら（2018）は，プロ
野球の投手の投球プレーデータからプレー項目
の達成度基準を明らかにしている。
以上のことから，本研究の目的は，将来を見
据えて女子テニス選手を育成する上で，目標と
なる年齢やランキングを分析し，各年齢におけ
るWTAランキングの目標値や達成基準を明ら
かにすることとした。そのために，WTAラン
キング 100位以内の選手を 32位以内に入った
選手と入らなかった選手に分け，100位に到達
した年齢を両群間で比較することにより，決定
木分析を適用してWTAランキング 32位以内
に入るための年齢と各年齢におけるランキング
の達成基準を分析した。

Ⅱ．方法

1．標本
本研究の調査対象は先行研究に準拠し（坂井，

2017）， 2000年 1月 1日から 2019年 12月 30日
までの 1,043週において，WTAランキング 100

位以内入った経験があり，かつ，プロとして本
格的にツアーを転戦している選手に限定するた
め，21～ 24歳まで継続的にWTAポイントを
獲得している選手を対象とした。
到達ランキングは選手活動の成果を最も端

的に示す指標である（坂井，2009）ことから， 
WTAのWebサイト（WTA, 2020）から各選手
がWTAツアーに参戦してから各年齢までに到
達した最高位のランキングの情報を取得した。
表 1は，WTAランキング 100位以内に入った
経験のある選手 351人を，グランドスラムにお
いてシード権が付与されるランキングである
32位以内に入った経験のある群「U32」（159人）
と入った経験のない群「O32」（192人）に分類
し，各年齢においてWTAランキング 100位以
内に入った選手の人数を示している。
世界女子テニスツアーはWTAによって管理，

運営されている。1996年より現在のWTAツ
アーのランキングシステムが採用されており，
過去 52週に出場した試合の中で各選手が好成
績を納めた上位 17大会での勝ち上がりに応じ
たラウンドポイントの合計によって順位づけさ
れ，毎週順位が発表される。但し，グランドス
ラムなど 2週間以上行われる大会期間中は順位
が発表されない。各大会へのエントリーやシー
ド権はこのランキングに基づいて決定される。

WTAツアーはグランドスラム 4大会を頂点
に，プレミアマンダトリー，プレミア 5，プレ
ミアなど 9階層のグレードに区分されており
（図 1），グレードの高い大会ほど高いポイント
を獲得することができる（表 2）。グレードの
高い大会はランキング上位の選手が出場し，ラ
ンキング下位の選手は出場資格のランキングを
上げるために，グレードの低い ITFサーキッ

― 4 ―



トに出場してポイントを稼ぐ必要がある。

2．分析の手順
2.1 ランキング 100 位到達年齢の比較

WTAツアーの最高峰であるグランドスラム
に本戦から出場でき，かつシード権を持つ選手
は，シード権を持たない選手に比べて有利に試
合を進めていること（宮地ら，2011）に基づい

て，WTAランキングが 100位以内に入った経
験のある選手を，U32（159人）とO32（192人）
の 2群に分類した。各群の初めて 100位に到達
した年齢の度数分布を求めると共に，対応のな
い t検定を適用して群間の年齢差を分析した。

2.2  WTA ランキング 32 位以内に入るための
年齢基準

WTAランキング 32位以内に入るための目
標となる，WTAランキング 100位以内に入る
年齢基準を分析した。U32か否かを従属変数
とし，各年齢におけるランキング 100位の達

表 1 年齢別WTAランキング 100位以内の選
手数

出典：WTA RANKING SYSTEM，Women’s Tennis Association 2020 Official Rulebook を改変

表 2 WTAにおける各大会のグレードによる獲得ポイント

出典：WTAツアーの仕組み（女子），DUNLOP TENNIS NAVIを改変

図 1 WTAの大会のグレード
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3.2  WTA ランキング 32 位以内に入るための
年齢基準

図 3に決定木分析の結果を示した。一番
上のノードは分岐する前の全体の状態であ
り，WTAランキングが 32位以内に入った選
手（U32）が 45.3％（159人），WTAランキン
グが 32位以内に入った経験のない選手（O32）
が 54.7％（192人）であった。第一分岐条件は
18歳時点でWTAランキング 100位以内に入っ
ていること，第二分岐条件は 22歳時点でラン
キング 100位以内に入っていることであった。
18歳時点で 100位以内に入っていると，WTA

ランキングが 32位以内に入っている選手の割
合が 45.3％から 80.9％に増加した。また，18

歳時点でWTAランキングが 100位以内に入っ
ていないが，22歳時点でランキング 100位以
内に入ると，WTAランキングが 32位以内に入
る選手の割合が 32.3％から 45.0％に増加した。
一方，22歳時点まで100位以内に入らないと，

WTAランキングが 32位以内に入る選手の割合
が 32.3％から 14.8％に減少した。また，誤分
類率は33.0％（＝(18＋82＋16)/351）であった。

3.3  WTA ランキング 32 位以内に入るための
各年齢のランキング達成基準

図 4は， WTAランキング 32位以内に入るた
めの 18歳時点でのランキングの決定木を示し
た。一番上のノードは分岐する前の全体の状
態であり，ランキング 32位以内に入った経験
がある選手（U32）が 41.6％（131人），WTA

ランキング 32位以内に入った経験のない選手
（O32）が 58.4％（184人）であった。18歳時
点での分岐値はWTAランキング 91位以内（＜
91.5）であり，18歳時点でWTAランキングが
91位以内に入ると，WTAランキング 32位以
内に入る選手の割合が 41.6％から 77.6％に増
加した。一方，18歳時点でWTAランキング
が 91位以内に入っていないと，WTAランキ
ング 32位以内に入る選手の割合が 41.6％から
33.5％に減少した。
表 3は，14歳から 24歳までの各年齢におけ

る決定木分析によるWTAランキング 32位以
内に入るためのランキング達成基準を示した。
14歳を除く全ての年齢でランキング達成基準
が得られた。各年齢においてランキング達成基
準を下回ると，ランキング 32位以内に入る選
手の割合が増加した。
図 5は，WTAランキング 32位以内に入るた

Yes

100%

80%

60%

40%

20%

0%

U32 : 45.0%  n= 67
O32    : 55.0%  n= 82

U32 : 14.8%  n= 16
O32    : 85.2%  n= 92

100%

80%

60%

40%

20%

0%

U32 : 80.9%  n= 76
O32    : 19.1%  n= 18

100%

80%

60%

40%

20%

0%

Age 22

Age 18

U32 : 32.3%  n= 83
O32    : 67.7%  n= 174

U32 : 45.3%    n=159
O32 : 54.7%    n=192 

Yes No

No

図 3 WTAランキング 32位以内に入るための
ランキング 100位到達年齢の決定木

U32  : 41.6%   n=131
O32 : 58.4%   n=184 

Age 1891.5（ 91.5≦（位）

U32 : 77.6% n=45
O32  : 22.4%  n=13 

U32 : 33.5%  n= 86
O32  : 66.5%  n=171

100%

80%

60%

40%

20%

0%

100%

80%

60%

40%
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0%

図 4 ランキング 32位に入るための 18歳時点
でのランキングの決定木
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めのランキング達成基準と U32と O32のWTA

ランキングの中央値を示しており，表 4では
14～ 24歳までの各年齢のランキング達成基準
と U32と O32のWTAランキングの中央値と
最大を示している。参考値として，14～ 21歳
までの大坂のWTAランキングを示した。全て
の年齢においてランキング達成基準と U32の
中央値が近似しており，特に 17歳以降では顕
著であった。

Ⅳ．考察

本研究の目的は，WTAランキング 32位以内
に入るための目標となる年齢基準とランキング
達成基準を明らかにすることであった。その
ために，2000年 1月から 2019年 12月までの
20年間のWTAランキングのデータを用いて，
U32（159人）と O32（192人）におけるWTA

ランキング 100位到達年齢の分布が異なるこ
とを明らかにした。次に決定木分析を適用し，
WTAランキング 32位以内に入るための 100位

図 5 WTAランキング 32位以内に入るための
ランキング達成基準の比較

年齢
ランキング
達成基準

群 親ノード（％） 子ノード（％） カイ二乗 自由度 P

14 ＜ 659
U32 54 2% n=32 68 4% n=13

1 2 1 0 28
O32 45 8% n=27 31 6% n=6

15 ＜ 611
U32 53 1% n=93 69 3% n=61

6 1 1 ＜0 05
O32 46 9% n=82 30 7% n=27

16 ＜ 414 5
U32 49 4% n=134 67 2% n=84

10 9 1 ＜0 05
O32 50 6% n=137 32 8% n=41

17 ＜ 198 5
U32 45 4% n=142 67 2% n=71

19 4 1 ＜0 05
O32 54 6% n=171 32 8% n=29

18 ＜ 91 5
U32 41 6% n=131 77 6% n=45

25 5 1 ＜0 05
O32 58 4% n=184 22 4% n=13

19 ＜ 83 5
U32 37 5% n=109 66 7% n=44

18 7 1 ＜0 05
O32 62 5% n=182 33 3% n=22

20 ＜ 76 5
U32 35 4% n=98 60 4% n=58

18 4 1 ＜0 05
O32 64 6% n=179 39 6% n=38

21 ＜ 45 5
U32 33 5% n=84 80 5% n=33

32 5 1 ＜0 05
O32 66 5% n=167 19 5% n=8

22 ＜ 48 5
U32 28 1% n=58 63 4% n=26

18 9 1 ＜0 05
O32 71 8% n=148 36 6% n=15

23 ＜ 40 5
U32 26 0% n=44 71 4% n=15

17 9 1 ＜0 05
O32 74 0% n=125 28 6% n=6

24 ＜ 49 5
U32 24 4% n=32 55 9% n=19

12 5 1 ＜0 05
O32 75 6% n=99 44 1% n=15

表 3 決定木分析によるWTAランキング 32位以内に入るため
の各年齢のランキング達成基準

表 4 WTAランキング 32位以内に入るための
各年齢のランキング達成基準
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以内に入る年齢基準と各年齢でのランキング達
成基準を分析した。

4.1 ランキング 100 位到達年齢の比較
まず，WTAランキング 100位以内に入った

経験のある選手を U32と O32に分類し，WTA

ランキング 100位に到達した年齢の度数分布の
差異を分析した。その結果，U32と O32の間
に統計学的に有意な差があることが確認され
た。先行研究との比較では，坂井（2017）が報
告した女子の 100位到達年齢の最頻値が一致
していた。しかし，O32の最頻値は 21歳であ
り，最頻値が 18歳である U32の影響が大きい
ことが推察される。また， U32の方が O32より
100位到達年齢が 3歳低いことが明らかになっ
た。これらの結果は，WTAランキング 32位以
内に入ることを達成目標とする場合，早い時期
からWTAツアーに参戦し，10代からランキン
グ 100位に到達することが重要であることを示
している。

4.2  WTA ランキング 32 位以内に入るための
年齢基準

次に，WTAランキング 32位以内に入るため
に何歳の時点で 100位以内に入ることが必要
であるかを分析した。その結果，第一基準が
18歳時点でWTAランキング 100位以内に入る
ことであり，U32の割合が 45.3％から 80.9％
へと増加する。また，第二基準は 22歳時点で
WTAランキングが 100位以内に入ることであ
り，U32の割合が 32.3％から 45.0％へと増加
した。一方，22歳時点でWTAランキング 100

位以内に入らないと，U32の割合が 14.8％に
減少することが明らかになった。
決定木分析では従属変数に対する影響力が

強い順番に独立変数が選択され分岐すること
から，WTAランキング 32位以内入るためには
18歳時点でランキング 100位以内に入ること
が最も強く影響しており，その次に 22歳時点
で 100位以内に入っていることが強く影響して

いることが明らかとなった。
坂井（2014）は男子 ATPランキングにおい

て 19歳，22歳，25歳において 100位以内に入
ることが一つの目安となっており，特に 22歳
の時点で 100位以内に入っていないと，その後
ランキングが上昇する選手の割合が大幅に減少
することを報告している。また，男女で 100位
到達年齢の最頻値を比較した結果，女子の方が
ランキング 100位以内に入る年齢が 3歳低いこ
と（坂井，2017）を考慮すると，女子テニス選
手ではWTAランキング 100位以内に入ってお
くべき年齢の第一基準が 18歳時点，第二基準
が 22歳時点であることは妥当であると推察さ
れる。これらの結果は，選手の評価やランキン
グの目標設定を行う際の判断基準として活用で
きるものであると考えられる。

4.3  WTA ランキング 32 位以内に入るための
各年齢のランキング達成基準

最後に，各年齢で目標となるランキング達成
基準を明らかにするために，年齢ごとに決定木
分析を行なった結果，15～ 24歳までの各年齢
における統計学的に有意なランキング達成基準
を得ることができた。14歳では有意なランキ
ング達成基準を得られなかったが，これは 14

歳時点でWTAランキングを持つ選手が少ない
ことや，ランキングを持つ選手の多くが U32

に偏っていたことが原因であると考えられる。
一方，U32の選手の約 4割が 14歳からWTA

ツアーに参戦していることや，早くから才能
を見込まれた選手は，ワイルドカードなどの恵
まれた環境を手に入れることができる（坂井，
2014）ことを考慮すると，なるべく早期から
WTAツアーに参戦する必要があると考える。

WTAランキングが 32位以内に入るために
は，18歳時点でWTAランキングが 91位以内
に入っていることが大きく影響していることが
推定された（P＜ 0.05）。また，推定された各
年齢のランキング達成基準は 18歳までは大き
く向上しているが，19歳以降は緩やかに推移
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している。
この結果は，早い時期からWTAツアーに参

戦し，ランキングを上げることが重要であるこ
とを示している。また，図 5から，本研究から
得られたランキング達成基準の年齢推移は矛盾
点がないと判断された。つまり，決定木分析を
適用して，年齢ごとのランキング達成基準が分
析できることが明らかになった。年齢ごとのラ
ンキング達成基準の妥当性の分析は，残された
今後の検討課題である。

4.4 研究の限界
本研究では，2000年 1月 1日から 2019年 12

月 30日までの 1,043週においてWTAランキン
グ 100位以内に入っており，21～ 24歳まで継
続してWTAポイントを獲得している選手を対
象とした。しかし，25歳以降に 32位以内に入
る可能性のある選手が O32に含まれている可
能性があると考えられ，標本のバイアスを受け
る結論であったといえる。今後は引退した選手
を対象とし，ランキングの達成基準を構築する
必要があると考える。

Ⅴ．結論

本研究の目的は，早期に女子選手の潜在能力
や将来性を正確に把握するために，目標となる
年齢基準とランキング達成基準を明らかにする
ことであった。そのために，WTAランキング
100位以内に入った選手を U32と O32に分け，
100位以内に入った年齢を 2群間で比較するこ
とにより，決定木分析を適用してWTAランキ
ング 32位以内に入るための年齢基準と各年齢
におけるランキングの達成基準を分析した結
果，以下のような結論を得た。
1） WTAランキング 100位以内に入った経験の
ある選手における 100位到達年齢の最頻値
は 18歳であり，100位到達年齢は 32位以
内に入った群は入らなかった群より 3歳低
く，両群で有意な差がある。

2） WTAランキング 32位以内に入るためには

18歳時点でランキング 100位以内に入るこ
とが最も有力であり，その次は 22歳時点で
入ることが有力である。

3） 決定木分析を適用し，年齢ごとのランキン
グ達成基準が分析できることが明らかに
なった。

注

1） 大会の出場選手は世界ランキングにより決
められるが，主催者の推薦（ワイルドカード）
によってランキングが足りない選手を本戦
から直接出場させることができる。
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